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丁．はじめに   

Burbidgeの生産管理論の基本的な考え方は『資本論』第2巻第2篇第15章「資  

本投下の大いさに・及ばす回転時間の影響」に・おける考え方キ同じである0『資  

本論』の同章における資本回転の説明では，労働期間9週間，流通期間3週  

間，したがっ 

ができ上るのだが倉庫に積み重ねられ，9週間分が一・挙に・出荷される場合が考  

えられている。出荷された緑ほ第12週の終り紅ならないと貨幣の形態で還流し  

ないが，舞10退から欝12週の終りまで生産を中断しないため紅は．その間も生  

産資本が必要となる。そこで毎週100ポンド投下するとすれば最初の労働期間  

9週間分と流通期間中に．生産過程を継続するために・投下される800ポシドを合  

せて－1，200ボンドを貨幣資本として準備しなければならない。生産過程の第13  

週からは，還流した貨幣資本紅よって生産が継続される。   

ところが今，生産物が毎週完成しその都度出荷されて流通期間の3週間を経  

て還流するならば，算4退からほ還流した資本によって生産が紘続されるので  

前貸資本盈としては800ポンドあればよいらこれを図式的紅表現すれば，完成  

品在庫患の城少→回転期間の短縮→所要前貸資本盈の減少となる。Bu工’bid由   
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第41巻 第1号  － 2 －  

し11  

の生産管理論はこうした考え方の上に展開されている。しかし『資本論』紅や  

いては「一・挙紅市場に・提供されるこの個々別々的生産物の分嵐が9週間の労働  

を要賛するかぎり」に・おいて1労働期間を9週間と想定しているのであり，も  

し1週間どと紅完成生産物を市場に提供するのならそれは－・挙に市場に提供さ  

れる練の分量が1週間の労働を要資するかぎりに．おいて可能な場合に．かぎられ  

るから，Burbidgeに・とって在庫崖を減少させるという主張と在庫患を減少さ  

せることが市場の条件から可能であることの証明とは同一・ではあり得ない。し  

かしBuIbidgeのみているイギリス経済に‥おいては市場の条件からみて過剰な  

完成品在庫をかかえているのであれほ，彼の見解である完成品在庫の減少は可  

能である。   

彼の生産管理論ほ，与えられた生産技術のもとで利潤率（RetuIrioncapital）  

を最大に．するような流動資本の投下方法を見出すことである。この利潤率を最  

大にすることは完成品在庫をできるだけ少ぐするような生産計画（それを彼は  

Cyclic Planning と呼ぶ）を採用し，これを採用することに．よって生産資本の  

回転率を高め（具体的紅ほ1バッチに関する生産期間と流通期間の和として表  

わされる回転期間の短縮），生産資本の回転を早めることによって生産を継続  

してゆくための所要貨幣資本壷を少くし，所要貨幣資本鼠を少くすることに 

よって生産過程から遊離した貨幣資本を生産方法の改善（いわゆるMethods  

Improvement）のために．投下することに，よって実現される。この観点から彼  

ほいわゆるパEconomic Batch Quantity”論（以下E．・B．Q論と略す）とそれ  

に対応するりMinimum Costgives Maximum Profit”「定理」をしりぞけ，  
（2）  

W．E．Duckworthとともに．，イギリスの産業界がE．B小Q vステムを採用し  

（1）．一血nL．BuIbidgeに．は二つの著書がある。7・カ♂脅・葎庖〆♂。ざq／’ん痛扉摘Co搾油J，  

1962。一5ね邦dα7・dβα′cゐCα払わ・OJ。しかしこれらの著書をまつまでもなく彼の考え方は  

“The Ca声e Against the Economic Batch Quantity”TheManagerJanuary1964   
3／6pp．33－38及びComment on the Paper“In Defence of the Economic Batch   
Quantity”by T．B．Tate Oberati’onalResearchQuarterl．yVol．15No．4，December  
1964に．簡潔に．要約されている。  
（2）Conment on the Paper（LInDefenceofthe EconomicBatchQuantity＝byT．B 
Tate QberaiionalResearchQuarierl．yVol．15サNo．4，December1964pp。343－345   
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モンテ・カルロ法による所要流動資本量の推定（1）   ・叫－3・－  

ていることが在庫（主として完成品在庫）の増大をもたらし（E．B．Q．システ  

ムを採用した場合，費用をおる点からはんの少し下げるためにもかなりバッチ  

を大きくしなけれほならず，このことが在庫鼠を増大させ，在庫愚を増大させ  

ればそ＼れだけ所要流動資本鼠が増大するというように・彼によって説明される），  

このことがイギリス経済を沈滞させている原因であるという見解をとっている  

のである。   

我国紅おいても，前貸流動資本量は流動資本の回転期間の長さによって影響  

されることはすでに満場克三教授等に．よって証明されている。   

Burbidge及び馬場教授等に・あってほ∴生産規模は－・定とされ，利潤の資本へ  

の転化は．考えられていない。これほ資本の回転期間の長さが営業を継続するた  

め紅ほいかはどの流動資本を用意すれぼよいかという問題に対して及ぼす影響  

を正しく把握するためにまずとられなけれはならない抽象化であるが，これを  

考察しおえ／た後紅は，利潤の資本への転化を考慮に入れた上での「所要前貸流  

動資本量に．及ぼす流動資本の回転期間の影響」を考察の対象としなければな  

らない。  

2・・馬場教授の流動資本の回転図解  

資本の回転問題を資本価値の増殖に・関する問題としてとりあげ，から体系的  

にノ展開した最初の人はマルクスであるが，その後我国では馬場克三，高木暢  
し31  

哉，藻利重隆，公文俊平の諸教授に・よって発展的紅この間題意識がうけつがれ現  

在に．至っている。これらの人々のうち最初紅この問題ととりくみかつもっとも  

深｝、分析を示している馬場教授を紹介し，つづいてBuI■bidgeを紹介・検討す  

ること紅よって「モンデ・カルロ法に・よる所要流動資本鼠の推定」の手がかり  

としたい。   

「流動資本が投下されてから，それが製品となって貨幣形態で回収される  

守 （3）高木暢哉『銀行信用鼠』74－75貢。藻利垂隆『ト経営学の基礎』改訂版贋14章。公文俊   
平「前貸資本量と資本の回転・構成」『経済評論，』1962年8月号。なおこれらの諸論文   
の紹介・検討紅ついてほ拙稿「『資本論』における資本回転の理解について二」『香川大学   
経済論叢．』寛36巻5号を参照されたい。   
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第41巻 第1号  ＿ 4 －  

までの所要期間はそのまま流動資本の回転期間であり，これほその資本に・と  

って－の生産期間と流通期間の和に．等しい。   

いま－・つの資本の生産期間が9週間，流通期間（購買期間を無親して販売期  

間のみと仮定する）が3週間であるとし，生産のために毎週10万円の支出を  

要するものとし，また流通期間中ほ他にイ可らの支出をも要しないものと∴仮定  

す挙とすれは，この企業は生産期問に対してまず，90万円の流動資本を用意  

しなけれはならない。しかし生産物が完成して流通期間紅入ったのちも生産  

を中断することは許されないから，流通期間町人ると同時に次の生産期間が  

始められねばならない。そうするとこの企業は，流通期間8週間に相当する  

週10万円の生産費80万円の追加資本をざらに用意しなければならないことに  

なる。したがって流動資本の所要額ほ合計120万円となる。   

さて，流遭期間が終った第18週目には，生産物は売上げられて貨幣形態で  

90万円（利益を無視する）回流してくる。しかし第2回目の生産期間はすで  

紅算3週目を終っており，生産をさらに6週間継続するためには60万円を支  

出すれば足るから，回流した90万円のうち，30万円の流動資本が周期的に・遊離  

することに．なる。つまり，このよれうな流動．資本の回転期間は，生産期間9週  

間と流通期間3週間の合計，12週間でありかつ，この資本の回転は第1回を  

除き以後9週毎把周期的に80万円の遊離資本を生ずるのである。しカナし右に 

示した回転期間は価値回転期間と鱒異なるところの現実的回転期間を車味し  

ている。しかも上の設例では資本運動がつぎのよう紅  

G－W…P…W′－G′－G－W‖けrP…W′－G′－   

という極めて単純化された前提のもとで考えられた単線連続塾で理解されて  

いるのである。   

ところが実際の資本運動は，  

G－W…P…W／－G′－－  

G－W‥P…W′－  

G－W■…P川  

G－W 
G－   
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モソテ・カルロ法紅・よる所要流動資本畢の推定（1）  －5－－   

というような継起的重複運動として現われるものであって，その場合に・ほ，  

資本の周期的遊離現象は最小限度紅抑えられるように・なるのである。前述の  

例示を継起的重複運動の形で図示すれば，第1図のように・なる。   

第1図の説明をすると．，毎週10万円の流動資本の投下，および生産期間と  

流通期間は上例の通りとして，最初の投下資本が生産期間の第1過を終る  

と，直ちに．第二資本が投下され，以下1過ずつおくれて次々と重複して追加  

資本が投下されてゆくものとなって∴いる。かくて，各行程に・それぞれ毎週10  

万円が投下されるから，第9週目の終りにほ，流動資本の投下額総計は450  

万円となる勘定である。   

いま生産期間中の－・単位期間の所要流動資本投下額をmとし，生産期間を  

nとすれば，生産期間に対する所要流動資本総額Wは，   

W＝m・（n十1）・昔  

紅よって討算されるから，前提に・より，そ 

のはかに．なお，流通期間8週間に．対する追加資本が必要であり，その所要額  

は，流通期間をZ，追加投資所要額をGとすれば，  

G：＝m・n・Z  

第1図  
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【－ 6■ －・  第41巻 寛1号   

に・よって得れる。前提により，，この額は270万円となる。かくして流動資本投  

（4）  下総額ほ720万円である。」   
ところがもし第1図に・おいて継起的紅投下される資本が相異なる9っの企業  

の資本であるとすれば，これら9っの企業の所要資本塁め合計は120×9＝  

1，080万円である。   

したがって以下に・おいてほこの馬場教授の示したような重複生産進行を想定  

する。  

5・貨幣資本の回転  

「個別資本の前貸がとるところの資本の形態は貨幣資本もしくは生産資本で  

ある。商品資本ほ前貸形態でほありえない。そこで，回転の問題は貨幣資本と  

生産資本についこてのみ考えられるわけであるが，両者を統一するものほもとよ  

り貨幣資本の回転であって，生産資本の回転ほ前者紅対する物質的制約条件と  

（5） して作用するものである。．」   

欝1図に・おいて第12週末に・資本90万円ほ貨幣形態で還流するが，この90万円  

は直ち紅生産期間の第1週から第9週のそれぞれの週に投下される。   

ところがもし還流が第12週末ではなく第13過払なれば生産過程を継続するた  

めに・ほ新たに・90万円を追加投下しなければならない。しかし第13週末紅ほ第12  

週末に還流するはずであった90万円と欝13週末紅還流する予定の90万円の合計  

180万円が還流したとする。しかし直ちに・再投下しなけれぼならないのは90万  

円であって180万円ではない。したがって90万円は遊離される。このよう紅還  

流が時間紀聞してある－・定の分布をなす場合に．は，いかはどの流動資本を用意  

すればよいかという問題はある目的関数を最大あるいは最小紅するような前貸  

流動資本最を決定するという問題になる。しかしそのよう紅問題をたてた場合  

に・も，もし分布の形が正規分布とか拇数分布のよう紅あたえられた式紅よって  

（4）し 馬場克三『経営経済学』237－239頁。  
（5）馬場・前揚苔236貢。   
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モンテ・・カルロ法による所要流動資本量の推定（1）  － 7 －  

容易紅計算できる場合のみとは限らない。否むしろ分布の形はそのようなもの  

でない場合の方が多い。このような場合に・はモンテ・カルロ法が有効である。  

3．1 待ち行列理論の応用   

モンテ・カルロ法を適用するのであるが，そのために・貨幣資本の回転に待ち  

行列理論をあてはめる。   

窓口の数：ロット生産が行われるものとし，1ロットが必要とする貨幣資本  

の投下額を1っの窓口とする。したがってS＝窓口の数×1窓口分の資本投下  

額ほ．企業が営菓を始めるに．あたりあらかじめ用意する貨幣資本の額紅等しい。   

客の到着間隔：生産過程が開始される時間間隔またほ生産過程中の第1エ程  

への貨幣資本の投下間隔。   

サービス時間：生産過程申の欝1エ程に貨幣形態で投下された資本が完成生  

産物の形態をとり，販売のため流通過程に．投げ出され，貨幣の形態で再び帰っ  

てくるまでの時間。   

客の待ち時間：第1工程に貨幣資本が投下されねばならない時刻紅もかかわ  

らず，資本が還流し乞いないため投下することができず，生産設備が遊休する  

時間。到着した客が痔たねばならないのはどの窓口もふさがっているためであ  

る。どの窓口もふさがっているということほここでほ還流した資本が手許に．な  

いことを意味する。   

空き時間：待ち時間の逆で，還流した貨幣資本が生産過程に膚ち紅ほ投下さ  

れず，そこから遊離している時間。  

3．2 プログラミングにおける用語の定義   

計算ほ電子計算機でおこなうのでまず用語を定義しなければならない。なお  

乱数は電子計算機の内部で発生させる方法をとり、，そのためのサブルーチン・  

サブプログラムは東京学大型計算機センタ－・ライブラリ・－・リストに・登録さ  

れている伏見正則・藤野浩二氏作製のものを用いた。   

用語の定義 ▲時間の単位は日  

MST（う（1）：営業を開始する紅あたり用意する貨幣資本量  

MST（）（Ⅰ）：欝Ⅰ回目紅貨幣資本が還流すればMSせ6（Ⅰ）に入れる   
駿  
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第41巻 第1号  － β ＿  

B（Ⅰ）：第Ⅰ回目の製品が完成してからそれが販売さ叫，資本が貨幣形態で還  

流するまでの期間，渋述の単純化のため正＼規分布とする。  

G（Ⅰ）：第Ⅰ番目の客の到着時間，敏速の単純化のため正規分布とする。  

RETURN（Ⅰ）：第Ⅰ回目に資本が貨幣形腰で還流した時間，正規分布≒する。  

Al（Ⅰ）：欝Ⅰ工程の開始日  

A2（Ⅰ）：欝Ⅰエ程の終了日  

AIDLE（Ⅰ，J）：第Jエ程のⅠ回目の遊休時間  

WAIT（－Ⅰ，J）：第）回目に還流した貨幣資本が生産過程から遊離する時間  

3．3 プロ－・チャートに・よる説明  

まず欝2図のように正規乱数サブル∵チソのための初期値と，エ程を1から  

9まで変えるための初期値をセットする。乱数の初期値は正の奇数であれば何  

んでもよく，また工程を1から9まで変えるための初期値ほ零としておく。つ  

ぎに営業を開始・継続するため紅必要な貨幣資本および，還流する貨幣資本の  

ために．使鞘するMST6（Ⅰ）をゼロ紅．セットする。MST6（1）＝7200の意味  

ほ用意する貨幣資本ほ7200ポンドであること，MSTO（1500）ほ，MST6（1）は  

値が変化するのでこの7200ポンドと追加投下資本とを合せて所要資本額を推定  

するため紅用意した個所である。  

つぎ紅乱数発生サブルーチ・ンを呼び，B（Ⅰ）を500回計算して記憶させる。こ  

ゝで500回とはモンテ・カルロ法に・よるくり返しの回数である。精度の問題は  

こゝでは考えず，もっぱら東京大学大型計算機センター・に．おいて1分以内紅計  

算できる回数を考えた。HITAC5020Eでは500回で55秒であった。  

つぎに客の到着時間を計算し記憶させる。つぎ紅資本が貨幣形態で還流する  

時刻（単位ほ月）を零としてセットする。つぎに．第J工程の終了時刻A2（J）を  

零とおいて∴セットする。  

つぎに・欝1工程の終了時刻A2（1）（値は零）と第1番目の客の到着時刻G（1）  

を比較し，もし前者が早いか同時ならばG（1）の値を欝1工程の開始時刻Al（1）  

に入れ，欝1工程の生産設備の遊休時間WAIT（1，1）を計算させて，・それが終  

れば，手許に・ある貨幣資本MST6（1）を100ポンドだけ少ぐする。こ．ゝで100ポ   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



モンテ・カルロ法に．よる所要流動資本墓の推定（1）  －9－  

ンドとは欝1工程への投下資本額である。100ポンドだけ減少したMST6（1）  

の値をMST（）（2）紅入れ，MST（）（1）をクリアー↓，第1エ程の終了時刻を計  

算させてA祈1）に記憶させる。第1エ程の継続時間は7・0日とする0またもし  

A2（1）がG（1）よりも遅ければ（このようなことはこの場合にほありえないのだ  

が），A2（1）の値をAl（1）紅入れ，貨幣資本が欝1工程の生産設備から遊離さ  

れる時間AIDLE（1，1）を計算して記憶させる。この場合もMST〔）（l）を100ポ  

yド減少させ，減少したMST〔i（l）の値をMST6（2）紅移し，MST（）（1）をク  

リア－・す・る。こ」までで準備的作業は終る。   

欝1工程を了えた資本は第2エ程に入る。すると第1工程ほ空いたので，1・こ  

」に新たに資本が投下される。第2工程に入った資本ほ所要の日数の後に・第2  

工程を了えて第8エ程紅入る。すると今度は第2工程が空いたのでさきに・第1  

エ程に．投下された資本は同工程を了え次第第2エ程に、入る。すると第1工程が  

空くのでこゝに新た牲資本が投下されて第1エ程が継続される。これを一・般的  

軋表現すれば，第Ⅰ工程を了えた資本は第Ⅰ＋Ⅰ工程が空く  

のをまって第Ⅰ＋1工程に．入り，第Ⅰ－1工程の資本ほ第Ⅰ  

工程が空くのをまって欝Ⅰ工程紅入るということであ一恵。た  

だし第1エ程の開始のための条件は第1工程が空くことのは  

かに．，欝Ⅰ工程が開始される時刻は平均7．0日，標準偏差  

1．0日の正規分布に従うという生産計画に・よって制約されて  

いる。したがって第Ⅰエ程の開始は第2工程から第9・最終  

工程の開始よりも制約条件がひとつだけ多いので，同じルー  

プの中では取扱うこ．とができない。そこでこれを次のように  

プログラムした。   

第2エ程から第9エ程までの開始と終了を計算させ記憶さ  

せると，第Ⅰ工程の開始と終了を計算させ記憶させる。こゝ  

までを一つのル・－プの中で行わせる。これがD（）10であ  

る。D610，Ⅰ＝1，499でⅠをひとつづつ増やしながら1  

から499まで499回くりかえさせる。NN＝NN十1からNN   

欝
2
～
9
エ
程
の
開
始
・
終
了
 
 

第
1
～
9
工
程
を
包
む
ル
ー
プ
 
 
 

第
1
工
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第41巻 第1号  －JO－ 10  

＝8までほ．こ」を通る度毎にNNを1だけ増やし，8に．等しいかあるいはそれ  

よりも小さいときはそ・のまゝ ステートメント・ラベル12に飛び，もし8より  

も大なれば8に・して12へ飛べの意である。こ1でNNは工程数が9つあるのに 

対応している。   

ステートメント・ラベル12へ飛ぶとD6 3000、J＝1，NNでステートメソ  

いラベル8000までをNN回くり返す。第J工程から欝J十1工程への資本  

の移動はJの大きいものから行われなければつぎのような不都合が生ずる。欝  

J－1エ程から第J工程へ資本を移して後，第J工程から第J十Ⅰエ程へ移す  

というようにプログラムすると，欝Jエ程の終了時刻はすで紅値が入れかえら  

れており，第J・十1エ程へ移るぺき資本の第Jエ程紅おける終了時刻は消され  

ているのである。（以下第4図）   

したがって第Jエ程から欝J十1工程への資本の移動はJの大きいものから  

行われるようにプログラムする。KMSほ実行されるっき工程を示す。KMS＝  

NN＋トー・Jで，例え．ほNNが8でJが1ならKMSは8であり，ステートメ  
（6）  

ント・ラベル9520へ飛べという命令で9520へ飛び，A2（ⅨMS＋・1）とA2  

（KMS）の比較すなわち第9エ程の終了時刻と第8エ程の終了時刻の比較を行  

わせる。もしA2（KMS＋1）が早いか同時刻ならステートメント・ラベル8に 

飛んでAl（KMS＋1）＝A2（KMS）を実行させること紅よって第8エ程の終了  

時刻の値を第9エ程の開始時刻の値とし，スデートメソト・ラベル3067へ飛  

ばせる。が，もしA2（KMS）の方が早ければステートメント・ラベル9に．飛  

び，Al（KMS＋1）＝A2（KMS＋1）に，よって第9エ程の終了時刻の値を欝9工  

程の開始時刻の値とし，計算機はスデートメソト・ラベル3067に．移る。まず  

JCOuNT，AMIN，EMINの値をクリアーする。つぎにMST6（Ⅰ＋1）にまだ  

75ポンド（これは第9工程への資本投下額，なお第6工程から第9工程までは  

プログラムの簡単のため全て75ポンド投下とした）あるかを問い，もしあれば  

スデートメソト・ラベル3068に．飛び，MST（）（Ⅰ＋1）を75ポンドだけ減少さ  

（6）第3工程から第5工程までのプロ－・チャート部分ほ略した。   
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モソテ・カルロ法による所要流動資本塁の推定（1）  －ヱJ－  11  

せ，MST（う（Ⅰ＋2）にMST（う（‡11）の値を移し，第9工程の終了時刻を計算さ  

せてステートメント・ラベル4700に飛ばせる。もしこれに．反しMST（ラ（Ⅰ・＋1）  

が75ポンドより小さければステートメント・ラベル 3069に飛び，第9工程の  

開始時刻Al（KMS＋1）までに．還流して来た資本があるかを問い，もしあれほ  

そ・の中でもっとも早く還流した（RETURN（ⅩⅩⅩ5））資本を第9工程に・投下  

し，75ポンドだけMST（う（KKK5）を減少させ，第9工程からの貨幣資本の遊  

離時間を計算し宅記憶させ，第9エ程の終了時刻を引算して二記憶させ，スター 

トメソト・ラベル4700に飛ぶ。反対にもしAl（ⅩMS＋1）よりも早く還流し  

て釆，かつ現在手許にある貨幣資本が全くない場合ほD（う2200Ⅹ18＝1，Ⅰ嶋1  

でAl（EMS＋1）よりも遅いがしかし還流ほする資本があるかを問い，もしあ  

れぼその中ではもっとも早い（RE曾URN（MMM5））資本を選び，それを投下  

する。Al（KMS＋l）とRETURN（MMM5）の資本の帰って来るまでの差は第  

9工程に．おける生産設備の遊休時間を意味する。またAl（KMS＋1）＝AMIN  

に．よって第9工程の開始時刻を計算して記憶させ，．A2（ⅩMS＋1）＝Al（KMS  

＋1）十6．0によって第9ユ程の終了時刻を計算して記憶させ，計算はステート  

メント・ラベル 4700に移る。   

スデートメソト・ラベル4700ではⅠが8紅等しいかあるいほ8より大きい  

かを判断させる。Ⅰが8軋みたなけれほ最初Ⅰ＝1で投下された資本ほまだ最  

終工程に来ていないことを塩味する。もし来ていなければスデートメソト・ラ  

ベル8000に．飛ぶが，来ていれぼ実行ほステートメント・ラベル3084に．移  

り，最終工程を了えた資本が商品の形態で還流する時刻RETURN（Ⅰ・－7）と還  

流額900ポンド（MST（‖Ⅰ・－7））をそれぞれ討算・記憶させる。価格変動，販  

売益ほ無視した。（以下第5図）   

D（う 8000J＝1，NNからステートメソト・ラベル3000C（）NTINUEま  

でが1増しでNN回まわると実行は第1工程の開始時刻と終了時刻の決定に・移  

る。第1工程の開始にとって－の制約は第Ⅰ工程の終了時刻と生産計画に．よって  

予め定められた開始予定時刻G（Ⅰ十1）である。で，A2（1）とG（Ⅰ＋1）を比較  

し，A2（1）が早けれはスデートメソト・ラベル8085に・飛び，G（Ⅰ十1）の値を   
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Al（1）に・移し，ステ、－トメソト・ラベル3087へ飛ぷ。もしG（Ⅰ・十1）の方が  

早ければステートメント・ラベル3086の方へ飛んでA2（1）の億をAl（1）に  

移し，実行はステ－トメソト・ラベル8087に移る。ステートメント・ラベル  

3087ではまずJC6uNT，AMIN，EMINの値をクリアーする。つぎに．，投  

下すべき100ポンドが営業開始ととも軋用意した資本のうちに残っているかを  

調べ，もし残っていれほそれを使うが，残っていなければAl（1）以前に．還流  

して手許にある資本はあるかを調べ，もしあればその中でもっとも早くから還  

流している（RETtTRN（KKK6））資本の中から100ポンドを第1工程に．投下す  

るが，もしなければAl（1）より遅いが還流はする資本はあるかを調べ，もし  

あればその中でほもっとも早く還流する（RETURN（MMM6））資本のうらか  

ら100ポンドを欝1工程に投下する。ステートメント・ラベル10までくれば  

Ⅰが1だけ増えて，第9エ程の説明と全く同様のことをNN＝NN・十1以下実  

行する。   

プログラミングの大要は以上の通りである。馬場教授の設例に．そって行った  

が，教授の設例と異なる点もある。1それは，流通期間は平均21．0日，標準偏差  

10・0日の正規分布をなすこと，第1エ程への資本の投下は確率分布（平均7．0  

日，標準偏差1い0日の正規分布）に．従うこと，生産期間は63日・9週間である  

点は同じであるが，それを形成する各工程の所要時間はそれぞれ異なることの  

8点である。  

8．4 ゴーディング   

フロー、・チャートに・したがってコL－デイングしたものを最後に．掲シデて－おく。  

なお計算結果は示さない。貨幣資本と生産資本の回転の統一・としての流動資本  

の回転計算のところで，流動資本の回転として－の貨幣資本の回転計算の結果を  

分析する。   

ここでプログラミングの補足をしておく。3．4では我々はプログラミングの  

大要をみた。そ・してその際工程としては第9・最終工程のみをとりあげた／（KMS  

＝8）。他のエ程に関するプログラミングはこゐ第9工程と同じ考え方で行い得  

るので，このためのプログラミングを掲げなかったのである。が，欝4図庭フ   
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モソチ・カルロ法に．よる所要淀動資本盈の推定（1）  －2仁一  21  

ロ－・・チャートが第6エ程から第9工程までを表わしているという特殊性か  

ら，その特殊性の説明を一・般的説明と誤解させるおそれがあるので，ここで他  

のエ程のプログラミング紅ついて恕明しておく。欝1工程についてこはすでに儲  

9．工程をとりあげたあとでとり・あげ葦ので，ここでは残る第2工程から第5エ  

程（最終工程を説明したプロ岬・チャートは同時に第6～8工程のためのもの  

でもあった）までを第2エ程で代表させて：そのプログラ．ミング紅ついてのぺ  

る。欝2図の最後のプロ－・チャートから第8図に・かけてがそのフ由－・チャ  

ートである。   

まず第2図に．おいて，ステートメント・ラベル12D（泊000J＝1，NNで，も  

しRMSが1ならばG（）T61でスデ・－トメソト・ラベルⅠに．飛び，こ」で第1  

工程の終了時刻よりも第2工程の終了時刻の方が早いかどうかを判断させる0  

もし早いか等しいならぼ，第2ユ程を開始できるのでAl（KMS十1）＝A2  

（KMS）に．より第1工程の終了時刻を欝2工程の開始時刻とする。もし第2工  

程の終了時刻の方が遅ければ，第2工程の開始ほ第2工程の終了まで待たなけ  

ればならないのでAl（KMS＋1）＝A2（KMS十i）とし，実行はEMIN＝10000  

0000．0，JC（ラUNTこ＝0，AMIN＝100000000．0に移る。次に英行は．第2エ程の  

ための所要初期資本100ボンドが手許紅あるかの判断に・うつり，もしあればMS  

、T〔ラ（Ⅰ＋1）＝MST〔i（Ⅰ十1ト100でその投下分だけを手許に・ある初期私用意し  

た貨幣資本から差引き，A2（KMS十1）ごAl（KMS＋1）十8．0で第2工程の終  

了時刻を計算させて，ステ・－トメソト・ラベル3000に飛ぷ。MST（）（Ⅰ十1）はⅠ  

が1だけふえることに．備えたものである。ここでほMST6（Ⅰ十1）は零にしな  

い。何故なら第Ⅰ＋1匝l目の計算はフロノー・チ・ヤート欝5図の欝1工程の計算  

までつづくからである。さて，もし手許に．欝2エ程の所要資本がない場合紅  

ほ，将来もっとも早く還流する資本を探す。このためのループがDO 950で  

ある。還流する資本を探す手順はつぎの通りである。まずRETURN（K）が零  
●  

かどうかを調べる。RETURN（Ⅹ）が容であるということは還流しないかある  

いは還流した資本に．つい】てほすでに．使用ず魂であることを意味する。で，もし  

零ならCONTINUEに．飛びKを1だけふやす。CONTINUEに飛ぷ際JC6UNT   
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を1だけふやす。もし零でなけれは今度ほ第2工程の開始までに・還流している  

資本ほあるかを調べ，なけれはJC6UNTを1だけふやしてC6NTINUEに飛び，  

Kを1だけふやすが，あればその資本の額ほ第2工程の所要嵐をまかなえるか  

を問う。なけれはJC5UNTを1だけふやしてC（）NTINUEに．飛びⅩを1だけ・ふ  

やすが，あれば，もっとも早く還流する資本はどれかを調べ，その資本の還流  

日を記憶させ，あわせてその添字を記憶させる。   

このようなくりかえしをⅠ－1回行った結果，JCOuNTがⅠ－1に等しくな  

けれは，＼第2工程の開始までに還流している資本があることが分ったので，欝  

2工程の所要額だけを還流して手許にある資本から差引き，同時に第2工程の  

終了時刻を計算させて，ステ－トメソト・ラベル3000に．飛ぶ。本例では第2工  

程の所要日数は8．0日としている。こ．れと同時に．行うAIbLE（Ⅰ＋1，KMS＋1）  

＝A（’KMS＋り－EM‡Nは第2ユ程の開始まで生産過程から遊離していた時間  

である。JCOuNTがⅠ－1に等しければ，ステ・－トメンt・ラベル3000に．飛  

ぶ。．JC6uNTがⅠ－1に等しいということは鱒2工程の開始予定時刻草でに 

還流して手許紅ある資本がないことを意味するので，今度ほ第2エ程の開始予  

／ 定時刻まで紅は還流して－いないが，それより後に還流する資本はあるかを調  

べ，もしあればその中でもっとも早く還流する資本（本例では還流額は900ボ  

ンド一定とする）を選び出す。こ．れがD（う 800のループである。D6 800 Ⅹ2  

ニ1，ト1では，まずRETU■RN（Ⅹ2）が零でないもののなかから 第2工程の開  

始予定時刻Al（KMS十1）よりも遅いものをとりだし，・そのなかではもっとも  

早く還流するものを選んで・そ・の還流時刻と添字を記憶させる。D（）800をⅨ2を  

1から1っづつふやしながらⅠ－1回くりかえした結果，AMINが初期値の  

100000000い0のまゝかどうかを調べ，もし初期値のままだとすると，そ叫は還  

流する資本がないことを意味するので，そのときは追加資本を投下しなければ  

ならない。これがスデートメソト・ラベル4000のMST6（1500）＝MST（う（1500）  
ヽ  

＋！00の実行である。このステートメントのつぎゐA2（KMS十l）＝Al（KMS  

＋1）＋8・0は追加資本を投下して開始した第2エ程の終了時刻の計算の実行を  

意味する。さて，もしAMINの値が100000000．0でなければ，少くとも・一・つは   
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還流資本があることが分る。そこで実行はステートメント・ラベル4050に飛  

び，第2エ程の開始時刻を予定時刻から確定時刻Al（ⅩMS十1．）＝AMINにか  

え，還流予定資本から欝2エ程の所要琴本100ポンドを差し引き（MST6（MM  

Ml）＝MST（う（MMMl）－－100），同時に．第2エ程の終了時刻を計算させる。第2  

工程の開始予定時刻よりも実際の開始が遅れるので，その差が第2工程の遊休  

時間となる（WAIT（Ⅰ＋1，KMSl＋・1）＝AMIN－Al（KMS＋1）。ここで還流予定  

資本がただ－・つしかない場合を考．え．てみる。そしてこの還流予定資本のうちす  

で紅801ポンド以上が他の工程に投下されるはずに．なっでいる場合ほありうる  

かを考えてみる。還流予定資太の額は前提紅より900ポンドである。これに・対  

して各工程の所要資太のぬ額はやほり900ポンドである。一そして初期資本の額  

は馬場教授の設例と同じく，W＝m・（n十l）・昔とG＝m・n・Zの和としているの  

で，＼第2エ程の開始予定時刻までに．は還流しないがそれから後に．ほ．還流する資  

太が還鱒して投下されるのはフロー・チ・ヤートでいえば欝2エ程からはじまり  

第1工程まで順次9つのエ程に．投下されるので，このプログラミングでよいの  

である。   

しかし初期値を上のように特殊な値忙しない場合は，このプログラミングに  

ほエ夫が必要である。  

（以下次稿）   
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HARP  5020  COMPILED LIST  MAIN   

EXTERNAL FORMULA NUMBER －HSOURCE STATEMENT  

WITHE  ESTIMATE OF THE SUM OF THE WORKING CAPITAI  
THE MONTE CARLO M  

IETHOD   

ARRIVAL AND SERVICE ARE NORMAL RANDOM  
MADOGUTI 1 

C   
C  

KAKUKOTEI NO SHOYONISU AND TOKAGAKU WA KOTONARU 
TASK NO6501BOOO66HIROAKISETO  

DI叫ENSION Al（’9），A2（9），叫STO（1500），RETURN（1500），WAIT  
（1500，9），AIDLE（1  
1500，9），SWAIT（9），SIDLE（9），ⅠⅩ（9），AMEAN（9），SIGMA（9），  
SKEW（－9），AKURTO（9）  

2，F（1500），E（1500），C（1500），B（1500），G（1500），YMN（9），Yキ■L  
（9），YII（9），BMEA  

3N（9），AMN（9），ALL（9），阜TI（9），ASIGMA（9），ASKEW（9），B  
KURTO（9），IY（9）  

NN＝O  
DO l14Ⅰ＝1，500  

MSTO（Ⅰ）＝0  
114 CONTINUE  

MSTO（1）＝7200  
MSTO（1500）＝7200  

IR＝73157  

DO50Ⅰ＝1，500  
CALL RNRM2（IR，Rl，R2）  

F（Ⅰ）＝RI  

E（Ⅰ）＝R2  

C（Ⅰ）＝F（Ⅰ）＋7．0  
IF（C（Ⅰ））51，52，52  

51C（Ⅰ）＝01．0  
52 B（Ⅰ）＝E（Ⅰ）＊10．0   

IF（B（Ⅰ））53，50，50  
53 B（Ⅰ）＝0．0  

50 CONTINUE  
G（1）＝C（1）  

DO55Ⅰ＝1，499  
G（Ⅰ＋1）＝G（Ⅰ）」－C（Ⅰ＋1）  

55 CONTINUE  
DO 9000 K二＝1．500  

RETURN（Ⅹ）＝0．0  
9000 CONTINtJE  

DO20J＝1，9  
A2（J）＝0．0  

20 CONTINUE   
IF（A2（1）－G（1））21，21．22   
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モンデ・カルロ法笹よる所要流動資本罷の推定（1）  －25－   

一■■▼▼   ト】■▼■▼一▲■■一－一～  

HARP   ■－一・▼■－一 ＋・・・，－〉▼一一－一一′－－一■－一∬【一一一■一←－－‥－－一▲■り一－－－－一〉〝・～－－    5020  COMPILED LIST MAIN  

25  

－ SOURCE STATEMENT  NUMBER   EXTERNAL FORMULA  

21Al（1）＝G（1）  
WAIT（1，1）＝G（1）  

GO TO 23 
22 Al（1）＝A2（1）  

AIDLE（1，1）＝A2（1）－G（1）  
23 MSTO（1）＝MSTO（1）－・10q  

MSTO（2）＝MSTO（1）  
MSTO（1）＝0  

A2（1）＝Al（1）＋7．．O  
DOlOI＝1，499  

NN＝NN＋1  
IF（NN．GT．8）GO TOll   

IF（NN．LE．8）GO TO12  
11 NN三＝8  

12 DO3000J＝1，NN   
XMS＝（NN＋1）－．J  

IF（KMS．GE．5）GO TO9520  
IF（KMS…EQ、．4）GO TO9牢9  

O TO9500  IF（KMS．EQ．3）G  

IF（ⅩMSいEQい2）GO TO3005  
IF（KMS．EQ．1）GO TOl  
lIF（A2（KMS＋1），－A2（KMS））  
3001Al（KMS＋1）＝A2（KMS）  

3001，3001，3002  

GO TO 3004  
3002 Al（KMS＋1）＝A2（KMS＋1）  

3004 EMIN＝100000000．O  
JCOtJNT＝＝0  

AMIN＝100000000．0  
IF（MSTO（Ⅰ＋1）－100）3007，300ち写些  

3006 MSTO（Ⅰ＋1）〒MSTO（Ⅰ＋1）－100  
MSTO（Ⅰ＋2）＝MSTO（Ⅰ＋1） 

A2（KMS十1）＝Al（KMS十1）＋8．O  
GO TO 3000 

3007 DO950K＝1，Ⅰ－1  
IF（RETURN（K））951，  952，951  

951IF（RETURN（K）－Al（KMS十1））953，953，952  
953IF（MSTO（K）－100）952，954  
952JCOUNT＝JCOUNT＋1  
GO TO950 

954IF（EMIN－RETURN（K））950，950；955  
955 EMIⅣ＝RETURN（Ⅹ）  

KRKl＝K  
950 CONTINIJE  

IF（JCOUNT一（Ⅰ－1））3008，3009，3008  
3008 AIDLE（Ⅰ＋1，KMS＋1）＝Al（KMS＋1）－EMIN  
MSTO（ⅨKⅨ1）＝MSTO（KⅨⅩ1）一100  
A写（K些蔓上里三壁±と±旦ニL   
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・－26－  第41巻 第2号  

HARP  5020  COMPILED LIST  MAIN  

EXTERNAL FORMULA NUMBER 一SOURCE STATEMENT  
GO TO 3000 

3009 DO800Ⅹ2＝1，Ⅰ－1  

IF（RETURN（Ⅹ2））3012，800，3012  
⊥型些鱒（RETURN（Ⅸ2）－Al（KMS＋1））800，  800，3013  

3013IF（AMIN－RETU■RN（K2））800，800，3014  
3014 AMIN＝RETURN（K2）  
MMMl＝K2  

800 CONTINUE  

IF（AMIN－100000000．0）4050，4000，4050  
4000 MSTO（1500）＝MSTO（1500）＋100  
A2（KMS＋1）＝Al（KMS＋1）＋8．O  
GO TO 3000 

4050 WAIT（Ⅰ十1，KMS＋1）＝AMIN－Al（KMS＋1）  
Al（KMS＋1）＝AMIN  
MSTO（MMMl）＝MSTO（MMMl）・－100  
A2（KMS＋1）＝Al（KMS＋1）＋8．0  

GO TO30（）0  
3005IF（A2（KMS＋1）  2，2，3   
2 Al（KMS＋1）＝A2（KMS）  
GO TO3017  

3 Al（KMS＋1）＝A2（KMS＋1）  
3017JCOUNT＝0  

AMIN＝100000000．O  
EMIN＝100000000．0  

IF（MSTO（Ⅰ＋1）－・100）3019，3018，3018  
3018 MSTO（I＋1）＝MSTO（Ⅰ＋1）－・100  

MSTO（Ⅰ＋2）＝MSTO（Ⅰ＋1）  

A2（KMS＋1）＝Al（KMS＋1）＋5．O  
GO TO 3000  

3019 DOllOO X4＝1，1－1  
IF（RETU■RN（K4））3020，3021，3020  

3020IF（RETURN（K4）－Al（KM§＋1））302亭，3022，3021  
3022IF（MSTO（K4）－100）3021，3023，3023  
3021JCOU叫T＝JCOUNT＋1  
GO．TOllOO  

3023IF（EMIN－RETURN（K4））1100，1100，3024  
3024 EMIN＝RETU■RN（Ⅹ4）  

KKK2二＝K4  
－1100 CONTINUE  

IF（JCOIJNT－（Ⅰ－1））3026，3025，3026  
3026 AII）LE（Ⅰ＋1，KMS＋1）＝Al（KMS十1）－EMIN  

MSTO（KKE2）＝MSTO（ⅩⅨK2）－100  
A2（KMS＋1）＝Al（ⅩMS＋1）十5．0  

GO TO 3000 
3025 DO1200 Ⅹ6＝1．Ⅰ－1  

IF（RETURN（Ⅹ6））3029，1200，3029  
3029IF（RETURN（K6）一Al（KMS＋1））1200，1200，3Q30   
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モンテ・カルロ法による所要流動資本量の推定（1）  －27－  

COMPILED LIST MAIN  HARP  5020  
NUNBER1－SOURCE STATEMENT  EXTERNAL FORMULA  

3030 AMIN＝RETURN（K6）  
MMM2＝Ⅹ6  

1200 CONTINtJE  
IF（AMIN－100000000  4150，4100，4150  

4100 MTSO（1500）＝MSTO（軍00）L＋190  
1）＋5．0  A2（KMS＋1）＝Al（KMS＋  

A2（J＋1）＝Al（．ー＋1）＋5・O  
GO TO 3000  

KMS＋1）＝AMIN－Al（KMS＋1）  4150 WAIT（Ⅰ＋1，   
Al（KMS＋1）＝AMIN  
MSTO（MMM2）＝MSTO（MMM2）－100  
A2（KMS＋・1）＝Al（K鱒±1と土星。旦＿＿  
GO TO 3000  

9500IF（A2（KMS十  4，4，5  1）－A2（KMS））  

4 Al（ⅩMS＋1）＝A2（KMS）   
GO TO3033   

5 Al（KMSlト1）＝A2（KMS＋・1）  
3033JCOUNT＝0   

AMIN＝100000000．O  
EMIN＝100000000．0  

IF（MSTO（Ⅰ十1）て20p）＿99甲，璽4，3034  
十1）一200  3034 MSTO（Ⅰ＋1）＝MSTO（Ⅰ  

MSTO（Ⅰ＋2）＝MSTO（Ⅰナ1）  
＋1）＝Al（KMS＋1）  A2（KMS  

GO TO 3000 
9999 DO1400Ⅹ8＝1．Ⅰ一1  

IF（RETtJRN（鱒））平準」堅5，一軍？讐  
1））3037，3037，3035  －Al（KMS＋  3036IF（RETURN（K8）  

3037IF（MSTO（K8）－200）声035，3038，3038  
3035JCOUNT＝JCOUNT十1  
GO TO 1400 

1400，1400，3039  － RETURN（Ⅹ8））  3038IF（EMIN   

3039 EMIN＝RETURN（K8）  
ⅩKK3＝K8   

1400 CONTINUE  
IF（JCOtJNT  －（Ⅰ－1））3041，3040，  

3041AIDLE（Ⅰ十1，KMS＋1）＝Al（KMS＋1）－EMIN  

MSTO（ⅨKK3）＝M早耳堅K鱒K3）二軍00  
Al（KMS＋1）＋12．0  A2（KMS＋1）  

GO TO 3000 
3040 DO1500Ⅹ10＝1，Ⅰ－1  

IF（RETURN（Klp））9998し＿！早90，」9？準  
1））1500，1500，3044  （KlO）－Al（KMS・十  9998IF（RETURN  

3044IF（AMIN－RETURN（鱒10））1500，1500，3045  
3045 AMIN＝RETURN（Ⅸ10）  
MMM3＝KlO  

1500 CONTINUE   
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－－2β・－  第41巻 第1号  28  

HARP  5020  COMPILED LIST MAIN  

FORMULA NUMBER － SOURCE STATEMENT  

IF（AMIN鵬100000000小0）4250，4200，4250  
MSTO（1500）＝MSTO（1500）＋200  

A2（KMS＋1）＝Al（KMS＋1）＋12．O  
GO TO 3000 

4250 WAIT（Ⅰ＋1，KMS＋1）＝AMIN－Al（KMS＋1）  
Al（KMS十1）＝AMIN   
MSTO（MMM3）＝MSTO（MMM3）－200  
A2（KMS＋1）＝Al（KMS＋1）＋12．0  

GO TO 3000 
9510IF（A2（KMS＋1）一A2（KMS））6，6，7  

6 Al（KMS十1）＝A2（KMS）   
GO TO3048   

7 Al（KMS十1）＝A2（KMS＋1）  
3048JCOtJNT＝0  

AMIN＝100000000．O  
EMIN＝100000000．0  

IF（MSTO（Ⅰ＋1）－100）3050，3049，3049  
3049 MSTO（Ⅰ＋ユ．）＝MSTO（Ⅰ＋1）－100  

MSTO（Ⅰ＋2）＝MSTO（Ⅰ＋1）  
A2（KMS・ト1）  KMS＋1）＋7．0  些（  

GO TO 3000  
3050ノ DO1700K12＝1，Ⅰ・一1  

IF（RETURN（K12））3051，3052，3051  
3051IF（RETURN（K12）－Al（KMS＋1））3053，3053，3052  
3053IF（MSTO（K12）－100）3052，3054，3054  
3052JCOUNT＝JCOUNT＋1  
GO TO 1700 

3054IF（EMIN－RETURN（K12））1700，1700，3055  

3055 EMIN＝RETURN（K12）  
KKK4＝Ⅸ12  

1700 CONTINUE  
IF（JCOUNT－（Ⅰ・－1））3056，3057，3056 

3056 AIDLE（Ⅰ＋1，KMS＋1）＝Al（ⅩMS－1）－EMIN  
MSTO（KKK4）＝MSTO（KKK4）－100  
A2（KMS＋1）＝Al（ⅩMS＋1）＋7．O  
GO TO 3000  

3057 DO1800K14＝1，Ⅰ－・1  
IF（RETURN（K14））3060，1800，3060  

3060IF（RETURN（K14）－Al（ⅩMS＋1））1800，1800，3061  
3061IF（AMIN－RETURN（K14））1800，1800，3062  
3062 AMIN＝RETtJRN（K14）  
MMM4＝K14  

1800 CONTINUE  
！耳（阜旦′り旦二壬9pp鱒00P・0）鱒町 

＿．．＿＿．＿＿ 

4300 MSTO（1500）＝MSTO（1500）＋100  
A2（KMS＋1）＝Al（KMS＋1）十7．0  

GO TO 3000   
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モンテ。カルロ法による所要流動資本畳の推定（1）  －29－  29  

HARP  5020  COMPILED LIST MAIN  

EXTERNAL FORMULA NUMBER －・SOURCE STATEMENT  
4350 WAIT（Ⅰ＋1，KMS＋1）＝AMIN－Al（KMS＋1）  
Al（ⅨMS＋1）＝AMIN  

MSTO（MMM4）＝MSTO（MMM4）MlOO  
A2（KMS＋1）＝Al（KMS＋1）＋7…0  

GO TO 3000 
9520IF（A2（KMS十  A2（KMS））8，8，9  
8 Al（KMS＋1）＝A2（KMS）   
GO TO 3067 

Al（KMS＋1）＝A2（KMS十1）  
3067JCOUNT＝0  

AMIN＝100000000O  
EMIN＝100000000．0  

IF（MSTO（Ⅰ十1）－75）3069，3068，3068  
3068 MSTO（Ⅰ＋1）＝MSTO（Ⅰ＋1）－75  

MSTO（Ⅰ＋2）＝MSTO（Ⅰ＋1）  
A2（EMS＋1）  ≡旦蔓些  ＋1）＋6．0  

GO TO  4700   
3069 DO2100K16＝1．Ⅰ－1  

IF（RETURN（Ⅹ16）3070，3071，3070  
3070IFしRETURN（Ⅹ16）－Al（KMS＋・1））3072， 3072， 3072，3071  

3072IF（MSTO（K16）－75）3071，3073，3073  
3071JCOUNT＝JCOUNT十1  
GO TO 2100 

3073IF（EMIN・－RETURN  2100，2100，3074  

3074 EMIN＝RETURN（Ⅹ16）  
KKE5＝K16   

2100 CONTINUE  
IF（JCOUNT－（Ⅰ－1））3075，3076，3075  

3075  AIDLE（Ⅰ＋1，KMS＋1）＝Al（KMS＋1）－EMIN  
MSTO（KⅦK5）＝MSTO（KKK5）鵬75  
A2（KMS十1）＝Al（ⅩMS＋1）＋6O  
GO TO 4700 

3076 DO2200K18＝1，Ⅰ－1  
IF（RETURN（Ⅹユ8））3079，2200，3079  

3079IF（RETURN（K18）－Al（KMS＋1））2200，2200，3080  
3080IF（AMIN－RETURN（K18））2200，2200，3081  
3081AMIN＝RETtJRN（Ⅹ18）  
MMM5＝Ⅹ18  

CONTINUE  
IF（AMIN－ユ00000000．0）  4450，4400，4450  

4400 MSTO（1500）＝MSTO（1500）＋75  
A2（ⅩMS＋1）＝Al（KMS＋1）＋6…O  

GO TO 4700 
4450 WAIT（Ⅰ＋1，KMS＋1）＝AMINqAl（KMS＋1）  
Al（KMS十1）＝AMIN  
MSTO（MMM5）＝MSTO（MMM5）－75  
A2（KMS十1）＝Al（KMS＋1）＋6．O  

4700IF（KMS一戸）3000，3084，3000   
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第41巻 籍1号  30  －・β〃－  

HARP  5020  COMPILED LIST MAIN   

EXTERNAL FORMULA NUNBER一 － SOURCE STATEMENT  
3084 MSTO（Ⅰ－7）＝MSTO（ト7）＋900  
RETURN（Ⅰけ7）＝A2（KMS＋1）＋21・0＋B（Ⅰ）  

3000 CONTINUE  
IF（A2（1）－G（Ⅰ＋1））30鑓，3085，3086  

3085 Al（1）＝G（Ⅰ＋・1）  
GO TO 3087 

3086 Al（1）＝A2（1）  
3087JCOUNT＝0  

AMIN＝100000000．0  

EMIN＝100000000…0  
IF（MSTO（Ⅰ＋1）－100）3090 3089，3089  

3089 MSTO（Ⅰ＋1）＝MSTO（Ⅰ＋1）－100  
MSTO（Ⅰ＋2）＝MSTO（Ⅰ＋1）  

MSTO（Ⅰ＋1）＝O  
A2（1）＝Al（1）＋7．0  

GTO 10 
3090 DO6700K20＝1，▲Ⅰ－1  

IF（RETURN（K20））6710，6720，6710  
6710IF（RETURN（K20）－Al（1））6730，  6730，6720  
6730IF（MSTO（Ⅹ20）－100）6720，6740，6740  
6720JCOUNT＝ニJCOUNT＋1  

GO TO 6700 
6740 IF（EMIN－・RETURN  6700，6700，6750  

6750 EMIN＝RETURN（Ⅹ20）  
KKⅨ6：＝K20  

6700 CONTINUE  
JCOUNT－（Ⅰ－  

6760 AIDLE（Ⅰ＋1，1）＝Al（1）－EMIN  
MSTO（KKK6）＝MSTO（KK6）－100  
A2（1）＝Al（1）＋7一トO  
GO TO 10 

6770 DO6900K22＝1，Ⅰ－1  
IF（RETURN（K22））6910，6900，6910  

6910IF（RETURN（K22）－Al（1））6900，6900，6920  
6920IF（AMIN－RETURNてK22））6900，6900，6930   
6930 AMIN＝RETURN（K22）  
MMM6＝K22  

6900 CONTINUE  
IF（AMIN－100000000・0）4550，4500，4550   
MSTO（1500）＝］  

A2（1）＝Al（1）＋7‖O  
GO TO 10 

4550 WAIT（Ⅰ十1，1）＝AMIN－Al（1）  
ヰIり 
， 

MSTO（MMM6）＝MSTO（MMM6）－100  
A2（1）＝Al（1）＋7．0  

RETURN（MMM6）＝0・0   
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モンテ・カルロ法償よる所要流動資本孟の推定（1）  

HARP  5020  COMPILED LIST MAIN  

－βJ一－  31   

EXTERNAL FORMULA NUMBER －・SOURCE STATEMENT  
10 CONTINUE  
DO7600J＝1，9  

ⅠⅩ（J）＝0  

7600 CONTINtJE  

DO7500J＝1，9  
SW■AIT（J）＝0．0  

7500 CONTINUE  
DO8000J＝1，9  
DO8100Ⅰ＝1，500  
IF（WAIT（Ⅰ，J））8100，8100，8150  

J）  8150 SWAIT（J）＝SWAlT（J）＋WAIT（Ⅰ，  
ⅠⅩ（J）コⅠⅩ（J）・十1  

8100 CONTINUE  
8000 CONTINUE  

DO9997．丁＝1，9  
YMN（J）＝0．0  

YLL（J）＝0．O  
YII（J）＝0．0  

9997 CONTINUE  

DO232Jこ＝1，9  
AMEAN（J）＝SWAIT  町々ヰTしI羊り 

． 

232 CONTINUE  
DO8200J＝1，9  

DO8300Ⅰ＝1，499  
，   IF（WAIT（Ⅰ   

8350 YMN（J）＝YMN（J）＋（WAIT（Ⅰ，J）l－・AMEAN（J））＊＊2  
YLL（J）＝YLL（J）＋（WAIT（Ⅰ，））－AMEAN（J））＊＊3  

YII（，）＝YII（J）＋（WAIT（Ⅰ，J）－AMEAN（J））＊＊4  
8300 CONTINUE  

8200 CONTINUE  
DO8400J＝1，9  

SIGMA（J）＝SQRT（YMN（J）／FLOAT（ⅠⅩ（J））  
SKEW（））＝／YLL（J）／FLOAT（ⅠⅩ（J））／SIGMA（J）＊＊3  

AKURTO（J）＝（YII（，）／FLOAT（ⅠⅩ（］）））／SIGMA（J）＊＊4  
8400 CONTINUE  

DO200．I＝1，9  
SIDLE（J）＝0．・0  

IY（J）＝0  
200 CONTINUE  

DO210J＝1．9  
DO220Ⅰ＝1，500  

IF（AIDLE（Ⅰ，J））220，220，225  
ごごミミ ‥ 
IY（J）＝IY（J）十1  

220 CONTINUE  

210 CONTINUE  
DO230J＝1，9   
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第41巻簡1号  －β2－   

HARP  5020  COMPILED LIST MAIN  

EXTERNAL FORMULA NUMBER － SOURCE STATEMENT  

AMN（，J）＝0．O  
ALL（－J）＝0・0  

AIIり）＝0．0  
230 CONTINUE  

DO231J＝1，9  

BMEANりトSIDLE（JlFt夕阜T（＼IY（J）．）▼▼，，”…＿▼＿”▼＿，．．．．．＿．，．．．．．▼  
231 CONTINUE  
DO240J＝1，9  
DO250Ⅰ＝1，499  
IF（AIDLE（ⅠトJ））250，250，255  

255 AMN（］）＝AMN（J）十（AIDLE（Ⅰ，J）－BMEAN（］））＊＊2  
ALL（J）＝ALL（J）＋（AIDLE（Ⅰ，J）MBMEAN（J））＊＊3  
AII（J）＝AII（J）＋（AIDLE（Ⅰ，J）－BMEAN（J））＊＊4  

250 CONTINUE  

240 CONTINUE  
DO260J＝1，9  

ASIGMA（］）＝SQRT（AMN（J）／FLOAT（IY（］）））  
ASKEW（J）＝（ALL（J）／FLOAT（IY（］））））／ASIGMA（J）＊＊3  

BKURTO（J）＝（AII（J）／FLOAT（IY（J）））／ASIGMA（，）＊＊4  
260 CONTINUE  

WRITE（6，99）MSTO（1500）  
99 FORMAT（1Hl，10Ⅹ，11HMSTO（1500）  ＝18）  

WRITE（6，9996）（ⅠⅩ（1），AMEAN（1），SIGMA（1），SKEW（1），AKURTO（1））  
9996 FORMAT（1HO，5Ⅹ，6HIX（1）＝18，9HAMEAN（1）＝E15…7，9HSIGMA（1）＝  
E15．．7，8技SKEW  

（1）＝E15．7，10HAKURTO（1）＝15．7）  
WRITE（6，96）（ⅠⅩ（J），AMEAN（J），SIGMA（J），SKEW（J），AKURTO（J），   
J＝2，9）  

96 FORMAT（1H，5Ⅹ，6HIX（）＝18，9ⅠIAMEAN（）＝E15・7，9HSIGMA（）  
＝E15．7，8HSK耳W（1）＝E15r7，1QHAKURTO（）＝E15．7）  

WRITE（6，97）（IY（1），BMEAN（1），A亭IGMA（1），ASKEW（1），BKURTO（1））  

97 FORMAT（1Hl，5Ⅹ，6HIY（）＝Ⅰ8，10HASIGMA（）＝E15．7，9HASⅨEW 
（）＝E15．7，10HBK URTO（）＝E15．7）   

WRITE（6，98）（IY（J），BMEAN（J），ASIGMA（，），ASKEW（J），BKURTO   
（．一），．J＝2，9）  

98 FORMAT（1H，5草，6Ⅰ壬IY（）＝Ⅰ8，9HBM芦AN（）＝E15・7，10HASIGMA   
（）＝E15・7，9HASK  

1EW（）＝E15“7，10HBKURTO（）＝E15．ノ7）  
WRITE（6，9600）  

9600 FORMAT（1H，5Ⅹ，4HWAIT，4HIDLE）  
WRITE（6，9700）（WAIT（Ⅰ，1），AIDLE（Ⅰ，1），WAIT（Ⅰ，2），AIDLE（Ⅰ，2），  
yヰIT（享！ 

＿＿＿＿＿．＿＿＿，．，．．＿▼▼＿＿▼．▼，．．＿＿＿．．，．．．▼＿、．＿．＿．＿＿，．   

1AIDLE（Ⅰ，3），Ⅰ＝1，500）  
9700 FORMAT（1H，5Ⅹ，6E157）  

W良ITE（6，9710）  
ぎORMAT（  1Hl，5Ⅹ，4HWAIT，  些至王些旦2   9710  
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5020  COMPILED LIST MAIN  

EXTERNAL FORMULA NUMBER － SOURCE STATEMENT  

WRITE（6，9720）（WAIT（Ⅰ，4），AIDLE（Ⅰ，4），WAIT（Ⅰ，5），AIDLE（Ⅰ，5），  
WAIT（Ⅰ，6），  
1AIDLE（Ⅰ，6），Ⅰ＝1，500）  

9720 FORMAT（1Ⅰ壬，5Ⅹ，6E15．7）  
WRITE（6，9730）  

9730 FORMAT（1Ⅱ1，5Ⅹ，4HWAIT，4HIDLE）  
WRITE（6，9740）（WAIT（Ⅰ，7），AIDLE（Ⅰ，7），WAIT（Ⅰ，8），AIDLE（Ⅰ，8）  
WAIT（Ⅰ，9），  

1AIDLE（1，9），Ⅰ＝1，500）  
9740 FORMAT（1ⅠⅠ，5Ⅹ，6E15・7）  

STOP  
END  

HARP  5020  COMPILED LIST RNM2  

EXTERNAL FORMULA NUMBER－・SOURCE STATEMENT  
BY FUSHIMI，FUJINO（（ToXYO UNIV，）  

C  NORMAL RANDOM NUMBER GENE鱒ATOR  
C  THIS SUBROUTINE GENERATES TWO RANDOM FLOATING  
POINT NUMl∋ERS  

C  WHICl王ARE MUTUALLYINDEPENDENT ANDNORMALLY  
DISTRIBUTED WITH MEAN  

C  O AND VARIANCEl．TH写、ARGUMENで′IR′IS ANINTEGER  
VARIABLE AND  

C  MAY BE GIVEN ANY POSITIVE ODDINITIAL VALUEIN THE  
CALLING ROUTINE  

C  ALTHOUGH THIS VALUE MAY BE MODIFIED AT ANY TIME，  
ITIS NOT RECOM・  

C  MENDED TO MAKE SUCH A MODIFICATIONル EVERY TIME THIS  
StJBROIJTINE  

C  IS CALLED ON，NEW RANDOM NUMBERS ARE OBTAINEDIN  
THE SECOND AND  

THIRD ARGUMENTS Rl，R2小  
StJBROtJTINE RNRM2（IR，Rl，R2）  

IR＝IR＊48828125  
Rl＝FLOAT（IR）／2147483648．0  

IR＝IR＊48828125  
R2こ＝FLOAT（IR）／2147483648い0  

Ⅹ1＝一2．0＊ALOG（Rl）  

Ⅹ2＝R2＊6．283185  
RI＝Ⅹ1＊COS（Ⅹ2）  

R2＝Ⅹ1＊SIN（Ⅹ2）  
RETURN  

END   
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